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９月の近畿地方は、台風１２号、１５号と相次ぐ上陸により、大きな被害が生じまし

た。特に大型で強い台風１２号は、９月１～４日紀伊半島南部を中心に広い範囲で総雨

量が１，０００mm を超える値を観測し、和歌山県、奈良県南部において甚大な被害を

及ぼしました。例年この時期の台風は、高気圧の縁を沿い、偏西風により加速していき

ますが、台風１２号は、進路上に太平洋高気圧と大陸の高気圧が張りだし、台風の進路

を阻みました。したがって、台風の速度が著しく遅く北上したため、台風の東側にあた

る紀伊半島南部において長時間にわたり降雨が発生し、記録的な豪雨となったもので

す。この台風の降雨により、高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム、比奈知ダム、日吉ダム

で防災操作を実施しました。また、名張川上流 3ダム（青蓮寺ダム、比奈知ダム、室生

ダム）では連携したダム操作を実施し、ダム下流における河川の水位を低減させました。 

また、台風１５号では、本台風の北上に伴い、９月１９日朝から９月２２日までの降

雨は、日吉ダムで 214mm に及びこの降雨による出水に対し、日吉ダムでは防災操作を実

施し、ダム下流における被害を回避しました。 

９月の主な雨量は、高山ダム 300mm、青蓮寺ダム 662mm、室生ダム 580mm、布目ダム

424mm、比奈知ダム 768mm、一庫ダム 378mm、日吉ダム 374mm、琵琶湖 310.2mm などとな

り、９月雨量の平年値と比べ、高山ダム 180％、青蓮寺ダム 336％、室生ダム 301％、

布目ダム 263％、比奈知ダム 386％、一庫ダム 225％、日吉ダム 248％、琵琶湖 178％と

平年比を大幅に上回りました。 

１０月からの近畿地方向こう１ヶ月の予報では、例年に比べ、気温は平年並みとの予

報です。引き続き、高水、低水とも万全な管理を行ってまいります。 

（関西支社 施設管理課） 

９月の各ダムの降雨量 

                                  （単位：mm） 

平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比

９月の雨量 174.0 310.2 178% 167.0 300 180% 197.0 662 336% 193.0 580 301%

９月までの累計雨量 1338.9 1590.6 119% 1176.0 1425.0 121% 1185.0 1690.0 143% 1201.0 1675.0 139%

平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比 平年値
Ｈ23年
観測値

平年比

９月の雨量 161.0 424 263% 199.0 768 386% 168.0 378 225% 151.0 374 248%

９月までの累計雨量 1155.0 1506 130% 1167.0 1882 161% 1114.0 1249 112% 1015.0 1220 120%

日吉ダム

室生ダム

布目ダム 比奈知ダム 一庫ダム

琵琶湖開発 高山ダム 青蓮寺ダム

 

※１ 平年値とは、各施設（ダムおよび琵琶湖開発）の管理開始から平成 22 年度ま 

での各月の累計雨量を相加平均した数値 

※２ 琵琶湖は流域平均雨量、各ダムはダム地点雨量 

※３ 本観測値は、速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがあります。 
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台風 15 号に伴う日吉ダムの防災操作について 

 

 

 台風 15号の北上に伴い、淀川水系桂川の日吉ダム(南丹市日吉町)上流域では、

降り始めの 9月 19 日 10 時から 9月 22 日 8 時までの総雨量が 214 ㎜に達し、ダ

ムへの最大流入量は毎秒 508 ㎥を記録しました。 

 この出水に対し、日吉ダムでは国土交通省淀川ダム統合管理事務所長の指示

による防災操作を実施し、ダム下流の桂川（保津橋地点）の水位が氾濫危険水

位を上回ることを回避しました。 

ダムがなかった場合、保津橋地点における河川水位は氾濫危険水位（4.50m）

を約 8時間超えていたものと想定されます。 

 

※【防災操作とは】大雨などにより、ダムに流れ込む水の一部を一時的に溜め込んで、 

ダムから下流へ流す量を減らし、下流の川の水位を低減させることです。 

 ※【保津橋地点とは】京都府亀岡市保津町下中島地先（保津川下り乗船場付近）です。 

 ※数値等は速報値であり、今後の調査により変更されることがあります。 
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※記事内容は、日吉ダム記者発表資料（平成 23 年 9 月 22 日）より抜粋。 

累
計
雨
量 

時
間
雨
量 
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 １１月１０日（木）・１１日（金）において、今年度

２回目の利水者を対象とした施設見学会を実施いたし

ます。 

 施設見学会は、両日とも、１３時から１７時にかけて、

琵琶湖の湖岸堤（野洲川地区～守山地区～草津地区）を

バスから見学いただき、津田江排水機で内水排除の操作

説明、また、新浜ビオトープにて環境の取り組みなどを

説明し、利水者の方々と意見交換をさせていただきます。 

 詳細は、後日案内文を送付いたしますので、是非ご参

加ください。 

 
 

 
 また、１０月２９日（土）１１時から

１７時において、『琵琶湖・水辺の環境展』

がイオンモール草津で開催されますので、

こちらの方も見に来てください。 
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 水資源機構における琵琶湖開発事業が、平成４年に管理を開始してから２０年目を迎え

る事となり、『琵琶湖開発事業の過去・現在・未来』と題して、シンポジウムが１１月５日

（土）１３時から１７時に大津市生涯学習センターで開催されます。 
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 琵琶湖開発事業管理開始から２０年目の節目にあたり、琵琶湖開発事業の概要と意義、

さらに、この２０年間の効果と現時点の課題を再認識することを目的に、芥川賞受賞作家

である高城修三氏による基調講演「琵琶湖のある風景」、および池淵周一京都大学名誉教授

をコーディネーターとして、パネリストに寶
たから

馨
かおる

京都大学教授、永末博幸氏、西野麻知子滋

賀県琵琶湖科学研究センター部門長、山仲善彰野洲市長、吉田八左右大阪広域水道企業団

副企業長を迎えてパネルディスカッションが開催されます。 

 

びわ湖や琵琶湖開発事業について、ご興味のある方は、ご家族お揃いでご来場ください。 
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疑問に答えるコーナー
～ 割賦償還制度による損益発生の仕組み ～

水資源機構が保有している利益剰余金については、現在、国庫への返納等について検討
されていることから、利水者へ積立金に関する説明会を実施させていただきましたが、利水
者の方々より、「割賦償還制度から生じる利益発生の仕組みについて教えていただきたい」
とのご質問が寄せられています。これらの質問について、以下のとおりお答えいたします。

なお、詳しくお知りになりたい場合には、関西支社利水者サービス課までご連絡をお願い
します。

利水者サービス課

【25年（うち据置5年）元金均等償還】

利息

利息

【前提条件】
・水資源機構から財投等への約定償還

　 償還条件：（財投）25年（うち5年据置）元金均等償還
    （債券）10年満期一括償還

　 償還利率：財投等の約定償還利率

【前提条件】
・利水者から水資源機構への償還

　 償還条件：23年元利均等償還
　 償還利率：償還開始時に定められた割賦償還利率（固定）

約定償還額　合算イメージ
【財投：25年（うち据置5年）元金均等償還、債券：10年満期一括償還】

元金

利息 元金

期間差　2年

事業完了時点

償還終了（25年目）

償還終了（10年目）

元金

【23年元利均等償還】

財政融資資金借入金 水資源債券
【10年満期一括償還】

割賦負担金

元金

償還終了（23年目）

事業完了時点事業完了時点

償還終了（25年目）

利息

１．　割賦償還の仕組み概念図

Ⅰ　水資源機構から財投等への約定償還

Ⅱ　利水者から水資源機構への割賦償還

◇機構から財投等への償還条件と、
利水者から機構への償還条件が異
なっているが、その償還条件差から
損益が生じない利率を算定し、その
算定された利率をもって償還利率と
することで、制度設計上は、損益が
生じない仕組みとなっている。

据置期間（5年）

据置期間（5年）

償還が完了していくことに伴い、
年々、元金が減少する。
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最終的な償還額

元 金 元 金

支払利息 受取利息

←借換利息に充当

割賦負担額

元 金 元 金 元 金

支払利息 受取利息 支払利息

←借換利息に充当
（制度設計上組み込まれている）

運用利息の増により利益発生借換利息の減により利益発生

【　借換利率　＜　割賦償還利率　】

約定償還額 割賦負担額

【　運用利率　＞　割賦償還利率　】

約定償還額

【　借換利率・運用利率　＝　割賦償還利率　】

約定償還額 割賦負担額

（制度設計上組み込まれている）

約定償還額

割賦負担金
収支差

収支差

借換利息

運用利息

約定償還額　＞　割賦負担金
のため、資金不足により、借入金の借換が生じる

↓

借入による支払利息の発生

約定償還額　＜　割賦負担金
のため、資金超過により、余裕金が生じる

↓

運用による受取利息の発生

償還開始時（事業完了時）に割賦償還利率を設定
↓

割賦償還利率により、借換又は運用した
場合は、損益が生じない。【基本パターン】

↓
実際には、調達・運用は、実勢金利
により行われるため、損益が発生

【金利差リスクは機構が負う】

◇借換利率・運用利率　＝　割賦償還利率　→　損益ゼロ

○借換利率　　　　　　 　＜　割賦償還利率　→　利益要因

●借換利率　　　　　　 　＞　割賦償還利率　→　損失要因

○運用利率　　　　　　 　＞　割賦償還利率　→　利益要因

●運用利率 　　　　　 　＜　割賦償還利率　→　損失要因

金利差リスク ＝ 割賦償還利率と実勢金利との差

パターン　A

基本パターン

パターンA

基本パターン

運用利息

借換利息

運用利息

借換利息

元　　 　　金

　　　　　　　受 取 利 息

←借換利息に充当
（制度設計上組み込まれている）

パターン　B

パターンB

２．　利益発生の仕組み概念図

機構の支払利息と受取利息部
分だけを単純比較した場合、
償還条件が異なることから、利
水者が負担する利息の方が多
いため、利息を払い過ぎてい
るのではないかとの疑念が生
じることがある。

割賦償還利率で借換又は運用した場合には、損益がゼロとなる。

＝

＜

＞
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 9 月は、台風 12 号および 15 号が日本に上陸し、各地で甚大な被害をもたらしました。今年は、大震

災にはじまり台風襲来の数も多かったように思います。災害は、いつ襲ってくるか分からないからこ

そ、常日頃から防災に関する知識を身につけ、いざ災害が起こった場合には、速やかに行動できるよ

う準備しておきたいものです。 

台風 15 号が過ぎ去ったあとは、「あの夏の暑さは何やったんやろ～・・・？！」と思わせるくらい、

急に秋らしい気候になりました。皆様におかれましても、季節の変わり目に体調を崩すことがないよ

う、気を付けましょう！！ 

話は変わりますが、先週の日曜日の晩に、久しぶりにフラッと近所の日帰り温泉に行ってみました。

すると其処には、週末の家族サービスでお出かけしたお父さんや子供達で洗い場や湯船を埋め尽くす

くらい賑わっておりました。子供達は、一日の疲れなど無いくらいに浴場を飛び回っていて、逆にお

父さん方は、疲れを癒しながら湯船に浸かっている感じが印象的でした。家族サービスの疲れを温泉

で癒して、お風呂上がりに美味しいものでも食しながら、また新たに始まる一週間のパワーを充電し

て、週末まで乗り切りたいと思います！ 

 

さて、平成 23 年度も下半期に入りました。仕事も折り返し地点を回ったところと思います。仕事も

人生も失速することなく、また怪我無く走り続けられたら・・・、と思う今日この頃です。 

 

 

水レター「びわ湖・よど川」に対して、ご要望・ご意見等がございましたら、 

  下記アドレスまでご連絡ください。（耳寄りな情報もお待ちしております。） 

 

 

 

mailto: w-kansai@msg.biglobe.ne.jp 
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